令和4年 第420回信濃町議会定例会9月会議 会議録（3日目）

（令和4年9月6日　午後2時50分）

●議長（佐藤武雄）　休憩前に引き続き会議を開きます。

通告の5、森山木の実議員。

1、福祉避難所の充実を

2、行政の公共サービスの民間委託について

議席番号8番、森山木の実議員。

◆8番（森山木の実）　議席番号8番、森山木の実です。今日は「福祉避難所の充実を」、それから「行政の公共サービスの民間委託について」、の2点について質問いたします。最近災害が多いですよね。この間7月に、議会としましても町村議会議長会主催の研修会に行って、減災対策それから防災、災害時の議会議員の役割について学んで参りました。そのことはいいんですが、その中で一番これは何とかしないといけないなと思ったのが、福祉避難所についてなんですね。平成28年6月会議の一般質問でも福祉避難所について質問しましたが、その頃の福祉避難所というと高齢者や障がい者を一か所に集める場所という感じでしたが、その後法律も変わり高齢者、障がい者だけでなく避難所で配慮が必要な方たちの状況を、災害が起きる前に把握しておくことなどが求められるようになりました。質問に移りますが、令和3年に福祉避難所の確保・運営に関するガイドラインが改定・修正されました。このガイドラインの前書きにこのようなことが書いてあります。ちょっと長くなりますが読ませていただきます。「障がい者の避難が適切になされなかった事例、そういうことも東日本大震災、また台風19号の時にあったようです。災害における全体の死者のうち65歳以上の高齢者の割合は令和元年の台風19号ではなんと約65パーセント、令和2年7月豪雨では約79パーセントだったそうです。先ほど言いましたが障がい者の避難が適切になされなかった事例もあったそうです。この高齢者や障がいを持った方々など特別な配慮が求められる方々にとっては、この直接の被害だけでなく、必ずしも生活環境が十分に整備されたとは言えない避難所で、長く生活することを余儀なくされた結果として、健康を害し復旧・復興に向けての生活再建フェーズへの移行に困難を生じているケースも見られる」、ということです。長々と読まさせていただきましたが、つまりは高齢者や障がい者その他配慮が必要な方々が災害で直接、または間接的に亡くなる割合が死者全体の過半数を超えるほど多いこと、災害時には配慮が必要な方たちにより良い対応がなされるよう市町村に期待しますよというのが、福祉避難所の確保・運営ガイドラインで意図したことだと思います。信濃町でもガイドラインに沿った策を講じていると思いますが、まず町は福祉避難所をどのように捉えているかお聞きしたいと思います。町として福祉避難所はどんなものでしょうか。

●議長（佐藤武雄）　横川町長。

■町長(横川正知)　 森山議員さんのご質問にお答えをさせていただきます。福祉避難所というものを町はどのように捉えているかということの、まずご質問でございます。一般的には、一般の健常者の避難所では支障があってそれぞれ特別な配慮を要する、特に高齢者、障がい知者等々障がいがある方を対象とした避難所が一般的に福祉避難所というふうな広義の解釈の中では捉えている訳でございます。基本的に災害対策基本法施行令の中では、具体的なもうちょっと指定避難所というような形の中で定義を定めておりますが、そのことは今の段階では控えさせていただいて、先ほど申し上げた一般的な捉え方として申し上げさせていただいたということでございます。

●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　そうですね、一般的には要配慮者が避難する場所ということなんですけれども。では福祉避難所の定義、それから受け入れる対象っていうのはどのような人たちか具体的にお願いいたします。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　はい。災害対策基本法施行令第26条の６において、指定避難所の基準が規定されており、第5号に主として高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する者、いわゆる要配慮者と申し上げますが、要配慮者を滞在させることを想定されるものにあっては、要配慮者の円滑な利用の確保、要配慮者が相談し、または助言その他の支援が受けることができる体制の整備、その他要配慮者の良好な生活環境に資する事項について、内閣府令で定める基準に適合するものであること、と規定されているのが指定避難所のことであります。ただし福祉避難所については、内閣府の基準に適合した指定福祉避難所と、協定等により確保している福祉避難所、内閣府の基準は満たしていないが要配慮者のための何らかの配慮されているスペースとして、一般の避難所における要配慮者スペースというものがございます。
●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　それを聞こうと思っていたんですけどね。その障がい者、高齢者、乳幼児その他の、特に配慮を要する者として、これはちょっとお伝えしておきたいと思うんですが、その他の特に配慮を要する者として、妊産婦、傷病者、内部障害者、難病患者、医療的ケアを必要とするもの等が想定されるということです。これらの方々は一般的な避難所では生活に支障をきたすことが想定されるため、福祉避難所を設置して受け入れて、何らかの特別な配慮をする必要があると。この方たちをケアしている家族も含めて考えるべきではないかということです。ただし、福祉施設に入ったり、入る予定である方は、その施設で適切に対応されるべきであるため、原則として福祉避難所の受入対象とは今のところしていないということです。在宅での避難生活、それから一般での避難所での生活、福祉避難所での生活、また緊急入所などが考えられる生活場所になると思いますが、これらが要配慮者に対して適切な配慮ができるよう、考えていかなければいけないと思います。現在、福祉避難所の指定がされている施設は、この町ではどことどこにありますでしょうか。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　現在、町が指定福祉避難所に位置付けている施設はございませんが、災害時における福祉避難所として利用に関する協定を締結した施設は、2施設でございまして、おらが会さんと信濃町社協さんで宅老所こころになります。また要配慮者の受け皿として、町有施設である地域交流施設についても有事の際には、要配慮者スペースを設けて利用することを想定をしています。

●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　これでは前と同じで高齢者も障がい者も全部同じ場所で過ごしてもらうという感じですけれども、例えば発達障がいのお子さんで大勢の人間がいるところでは本当に落ち着いて生活ができない子供さんとか、それからさっきも言いました医療的ケアが必要な、それで専門家が付いていないといけないような方々を、例えば今2施設プラス地域交流施設ですね、これだけでやっていけるんでしょうかね。大丈夫ですか。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　2施設プラス地域交流施設では足りないと、本当に有事の際には、大災害になった場合には足りないというふうに想定をしております。そんな中で町も当然障がい者にも配慮をしなければいけないし、高齢者等にも配慮をしなければいけないし、そんな中で少し時間はかかりますけれども福祉避難所の指定については民間の皆さんにもご協力いただいて増やしていきたいと考えてございます。そんなところでお願いします。

●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　もう1回確認します。このおらが会、それからこころさん、地域交流施設これは指定ではなくて協定を結んだだけですか。地域交流施設は別として、指定ではないんですね、協定を結んだわけですね。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　現在のところ2施設については協定でございます。内閣府の定める指定避難所として指定するには、現在要配慮者の台帳を整備しているんですけれども、個別避難計画で避難先を指定して位置付ける必要がありますので、ちょっとその部分が整備に時間がかかりますので、指定福祉避難所としての位置付けには至っていないというところでございます。
●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　今答弁の中で気になったんですけれども、「あなたはここへ避難しなさいよ」とか「あなたはこういう状態なのでこっちへ避難しなさい」とかっていうふうに指定するわけですか。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　ガイドラインでは個別避難計画で、その避難場所の指定をして、その指定避難所として公示するのが望ましいというふうになっておりますので、現在のところ指定避難所とまでは至っていないのが現状です。協定までです。
●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　指定か協定かは別としまして、わざわざ遠い所まで避難するということは、ちょっと無理な方たちが多いと思うんですね。7月の議長会の研修でいわれたことが、もし自宅がその時一番安心で安全な場所だったら、自宅でいいんではないかと。そのことも災害が起きる前に個別避難計画できっちり押さえておいた方がいいんではないかということでしたが、例えば高齢者や障がい者だけではなく、赤ちゃん、幼児まで災害の時にどこにいるのが適切か、どの避難所が適切か事前に調整しておくこと、マッチングしておくことが必要だと思いますが、信濃町は今例えば1人1人の状態に合わせて、もしかしたら自宅が一番いいかもしれないけれどもという、そういう細かい配慮などした計画は立てる予定はありますか。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　自宅で避難するということもあり得るということだと思います。やはり災害の状況にもよりますし、その規模にもよりますし、そういうことだというふうに思います。今ほどから申し上げております個別避難計画を作るということが、やはり時間もかかるし大きな作業になります。当然私ども事務局だけでは作れませんし、ご家族や施設、それから例えば介護や障がいをお持ちの場合については、そういったケアマネですとかサポートしてくれる人等々も含めて作っていかないと、その辺のマッチングをしていかないとうまくいかないんだというふうに当課では考えておりますので、なるべく配慮した個別避難計画を立てて実情に合った避難をしていただくということが望ましいんですが、なかなか福祉避難所の指定についても今のところ2つの施設ですし、避難所の収容人員等も限りがありますので、そんな中でどのように計画を立てていいか、これから考慮しながら進めて行くということになります。よろしくお願いします。

●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　国も5年くらいかけてと言っているので、そんな急いで明日にでも作れと言っているわけではないので、きちんときめ細やかに作っていった方がいいと思います。やはり要配慮者の範囲は広いんですよね。家族もありますし、それからさっきも言いました医療的ケアの必要な人、ケアする人、専門家など災害時に遠い避難所まで危険を冒して行くよりも、家が安全なら家で、それから避難生活が送れるよう、もし指定する場所がちょっと探すのが大変というようなら、私、前も言いましたけれども、保育所、学校など馴染んだ環境で避難生活が送れたら、かなり安心して生活していけるのではないか。保育所はトイレが小さいので大変かもしれないんですけれども、大体今ここにいらっしゃるこの町生まれの方は保育所は馴染んでいますよね。保育所みたいな馴染んだところで、例えば幼児が親と一緒に過ごすと、そういうことだと災害時でもせめて、せめてそのくらいは落ち着いて過ごせるんではないかと。避難所の開設にあたっては考慮すべきではないかと思うんですがいかがでしょうか。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　保育所や学校につきましては、防災計画では指定緊急避難場所、それから指定避難所として明記されていますけれども、現状の段階では福祉避難所としての位置付けはしておりません。災害の規模にもよりますが、保育所や学校が、保育施設や教育施設としての運営がストップするような災害になれば、それらの施設も運営が再開されるまでの間、指定避難所となります。避難者の想定は今のところ現状では、学校や保育園に近い避難住民の方の避難場所になろうと思います。議員がおっしゃるように慣れた環境で避難生活が送れるよう、その保育園に通っている子どもさんやその保護者、近くの乳幼児、その保護者が避難してくるということはもちろん想定をされます。なかなか災害時の避難想定ですが、マニュアルどおりにいくとは限りませんけれども、通常一般の方は近くの第一次避難集合場所に避難していただいて、その後、近い指定避難所に避難していただくということになろうかと思います。避難所の収容能力も限りがありますので、一般の方も小中学校や保育園に避難されてくることも想定されます。もちろん乳幼児やその保護者、通園している子どもやその保護者も避難してくると思います。避難生活では集団生活になりますので、プライバシーの保護なども課題でありますが、現在職員の対応マニュアルというものがございまして、避難者の受入としてまず体育館や大会議室などの広いスペースに避難者を誘導すると。また避難者を受け入れるスペースの指定として、要配慮者の収容スペースを優先することというふうにしていますので、現状では運用の中で要配慮者を優先しながら避難時の運営を行っていくということになろうと思います。

●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　できるだけ要配慮者は静かな環境で過ごせるほうがいいんです。ドタバタと一般の方が長靴で入って来られたりというのはちょっと。私19号の時に長野市の福祉避難所に行ったんですけれども、大変静かな環境を作り出していました。これだなと思ったんですけれども、信濃町でもぜひ静かな安心して過ごせる環境を作っていくべきだと思います。さっきから何度も言いますけれども、高齢者や障がい児・障がい者、妊産婦、乳幼児、医療的ケアを必要とする人、また人工呼吸器などを必要とする人もいるかもしれない。それは専門家がやはり見ていないと大変なことになると思うんですね。ガイドラインでは、市町村は災害時において指定福祉避難所の受入対象となるものを速やかに指定福祉避難所に避難させることができるよう、平時から受入対象者の現況等を把握することが望ましいとあります。高齢か、一人暮らしか、どのような障がいか、どのような病気か、難病か、人工呼吸器など必要か、普段から介助をしている人はどういう人か、その人の状況はどうか等、多岐にわたって把握していくことも必要だと思います。これ5年かけてやっていると、5年後また人口構成が変わっていくと思うんですね。だからなるべくこういうことは早く手を付けた方がいいと思っております。そして配慮の必要な人たちと避難所施設との事前マッチング、先ほどマッチングという言葉が出ましたが、事前マッチングをさせる人材の確保。こっちも人材必要ですよね。また災害時に避難所まで移送する人の安全対策も考えていかなければなりません。避難所運営体制を整備してその活動に対する支援も計画しておかなければならないと思います。やはり忙しいと思いますけれども、頑張ってやっていただきたいと思います。これで町の方針は、これに沿ってやっていけるでしょうか。町の方針としてどうでしょうか。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長(柄澤　豊)　　議員さんおっしゃる通り、早く個別避難計画ができるように努力はいたします。またこのガイドラインに沿った福祉避難所になるようにできればいいんですけれども、どうしてもやはり施設の数に限りもありますし、その収容能力にも限界がありますので、そういった部分も考慮しながら、防災担当とも相談しながら進めてまいりますし、そういうことでお願いしたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　まあ忙しいでしょうね。でも災害はいつ何時襲ってくるか分かりません。信濃町は安全な町だよとアピールできるよう、議会と行政で協力して対応していくことが必要です。この間研修で学んだんですけれども、大災害時の議員の役割、つまりまず自分の身を守る、それから周囲の安全を見る、そして議員は行政をその時は批判しない、同僚議員を批判しない、そういうことが大事で行政と議会がしっかり協力体制をとって災害にあたっていくことが必要だということでした。それを私も本当に肝に銘じてやっていきたいと思います。では、次の質問に移ります。行政の公共サービスの民間委託についてです。最近ちょっと気になっているですけれども、最近の信濃町は行政がやるべき公共サービスを割と簡単に、交付金が下りるからどうでしょうかとか、民間委託しているのではないかなということです。今朝9月6日の信毎の記事もあって、町民の方々の関心を引いていると思うんですけれども、例えば野尻の以前はやすらぎの森と呼んでいたんですけれども、矢保利のノマドワークセンター、いわゆる一般的にはテレワークセンターですね。地方創生テレワーク交付金というのが内閣府の地方創生推進室のサイトで出てきますけれども、「感染症を契機に地方の魅力が見直される中、観光に留まらず地方への移住定住を強力に推進するなど、都会から地方への人の流れを作り出す地方公共団体向けの新たな交付金や財政投融資の活用により、サテライトオフィスの整備等を支援すると共に、企業と地方公共団体のニーズのマッチングも通じて地方におけるテレワークを推進する」とあります。信濃町がやっているノマドワークセンターにぴったり合うんだな、こういう都会からの人の流れを作り出したかったんだろうと期待してやった事業だなと思っています。それにしては、テレワークで外から来る人たちに矢保利近辺で全然お会いしないので、余計気になっているわけです。ノマドワークセンターとキャンプ場は、ある民間会社が指定管理者として管理運営していますし、ノマドワークセンターの方はもう1つ地域活性化起業人制度利用していますね。この地域活性化起業人制度というのを、黒姫童話館も利用していて、3月定例会の委員会審査で聞いたところ、なぜこの童話館が地域活性化起業人制度について期待をしているのかというとその答弁が、三大都市圏に所在する企業から人材を派遣していただく事業だと。この地域活性化起業人制度というのはそういう制度だということで、「費用は人材派遣に関わるもの、それから童話館の運営についてはどうしても経費削減のような方向ばかりになってしまいがちですが、ノウハウをお持ちの方に来ていただき入館者増や収入増についてアドバイスをいただき、新しいコンセプトを作っていきたいと考えている。」と。この決算時期になって入館者増、収入増があったかどうかは委員会で聞こうと思っていますけれども、あまり効果がないんじゃないかと思っているわけですね。その聞きなれない地域活性化起業人制度については、説明は長くなるからしませんけれども、三大都市圏の民間企業等の社員を一定期間受け入れて、その彼らが持っているノウハウや知見を活かしながら、信濃町独自の魅力とか価値の向上等に繋がる業務に従事してもらって地域活性化をはかる取り組みであると、これに対しては特別交付税を措置するということですね。民間委託なんですけれども、例えば指定管理者のひだまりセンターとか、ふれあい広場とか、「これは民間に任せて良かったな」と思える事業もありますが。ひだまりは信濃町に住んでいる人が指定管理者となって運営しています。一方ノマドなどのように、誰か知らない人がきて町民の前に姿を現すわけでもなく、何をやっているのか、町の役に立っているのか分からない、まあ分からないのは私だけかもしれませんけれども、分からない事業もあります。そこでお聞きしたいんですが、ノマドワークセンターというのは住民の役に立っているでしょうか。

●議長（佐藤武雄）松木総務課長。

■総務課長(松木和幸)　　はい、住民の役に立っているかというご質問でございます。ノマドワークセンター、矢保利の館でございますが、1週間単位で利用を提案しております。そこを利用されている皆さんは、昼食については町内の飲食店からケータリングを利用されたり、宿泊は町内のホテル、ペンションをご利用いただいております。利用されている社員の皆さんは、森林セラピーまたは蕎麦打ち体験も経験され、体験料や指導料をお支払いいただくと共に、癒しの森トレーナーやそば打ち愛好家の皆さんとも交流をしていただいております。ノマドワークセンターをハブに、町内の経済活動に貢献していただけるよう運営をしているところでございます。また地域活性化起業人の派遣者による営業活動で知り合った、エンターテインメントソフトウェア制作会社の方が、信濃小中学校へ児童生徒のプログラミング学習の直接指導、また定期的に今もやっていただいておりますが、プログラミング学習の教員とのディスカッションも継続的に行っていただいて生徒の指導に役立たれると伺っているところでございます。矢保利については以上です。
●議長（佐藤武雄）　森山議員。
◆8番（森山木の実）　それにしてはあまり見かけないなと思っております。住民と何かをしたから住民の役に立っているのかということではなくて、例えば本当に来てもらって良かったなと住民自身が感じられる、そのことが大事だと思うんですね。童話館についても聞きたいと思います。まず、童話館も地域活性化起業人制度を利用していると思いますが、この予算の根拠を具体的に説明していただけますか。

●議長（佐藤武雄）外谷場教育次長。

■教育次長(外谷場佳子)　　童話館でも議員がおっしゃるように地域活性化起業人の導入をしております。これにつきましては、費用につきましては協定書を結んでおりまして、協定書の中で派遣された社員の給与等は、派遣元企業が支払う代わりに、負担金として町に請求できるという規定になっておりますので、その協定書の条項によりまして負担金をお支払いしているところでございます。

●議長（佐藤武雄）　森山議員。

◆8番（森山木の実）　その負担金が予算としては年に560万円、決算は519万何がしでした。これは首都圏の企業から派遣された、その童話館を何とかするノウハウを持った企業の人が、信濃町の事業がうまくいくようにアドバイスしたりして月に5日間来ていらっしゃるということでした。この制度を使うと特別交付税が560万円おりるということで、これが多分予算の根拠になったと思うんですけれども、こういう事業をしたいから地域活性化起業人、童話に詳しいとか何か景色がとっても素敵だとかアドバイスしてくれて童話館を活性化させてくれる人を呼んでアドバイスをもらいましょう、っていうならまだ分かるんですけれども、特別交付税がおりるから地域活性化起業人を呼ぼうという話だったらちょっと困るなと思っています。本当のところは私には分かりませんし、ただの憶測かもしれません。それで入館者数もそんなに増えているわけでもないですね。去年から比べれば100何パーセントになっているんですけれども、その前の年に比べると落ちている。令和2年度というのは特別な年だったですよね、コロナの関係で。その時よりもちょっと増えたというぐらいでは、私はちょっとこの地域活性化起業人の方は月5日で何ができたんだろうと疑問に思う所です。例えばノマドワークセンター、童話館両方聞きたいと思うんですが、両方とも住民の目があまり届かないですよね。そういうところでどんな仕事をしてくださったのか、先ほど蕎麦打ち大会に来てくれたとかそういうことではなく、どんな仕事をしてくれたのかノマドと童話館両方とも聞きたいと思います。
●議長（佐藤武雄）松木総務課長。

■総務課長(松木和幸)　　先ほどの蕎麦の話は、矢保利の館を利用された企業の方のことをお話をさせていただきました。地域活性化起業人の方がどういう活動をしてくれたかという話になりますが、令和元年度から3年度までの3年間お願いをしてやっていただいたわけでございますが、その間都市部での情報産業フェアとかテレワークに関するイベントを皮切りに、都内500社への電話営業、また1万4000社へのメール営業などを行っていただき、令和3年度には興味を持っていただいた企業7社とオンライン説明会を実施したところでございます。その結果ではございますが、令和元年度は2社、2年度は7社、3年度は3社、全部で12社が矢保利の館ノマドワークセンターをご利用いただいたという状況でございます。以上です。

●議長（佐藤武雄）外谷場教育次長。

■教育次長(外谷場佳子)　　それでは童話館でどんなお仕事をしていただいたかについて、お答えをさせていただきたいと思います。この起業人の方につきましては、直接的に現場の仕事をしていただくというよりも、黒姫童話館の魅力を再発見あるいは発掘し、童話館がお客様を呼べるような、呼べるようなとは大変失礼な言い方ですが、多くの方に来ていただけるようなコンセプトを提案していただいて、そのコンセプトに基づいて施策を提案するということで、いわゆる企画マネージメント部分のところを担っていただいたところでございます。特にこの企業につきましては、会社としてファンを大事にして、ファンをコアにした施策の展開を行うということを得意とする企業でございますので、令和3年度の主要事業といたしましては、ファンへのインタビューを実施しファンミーティング、つまりファンの方に集まっていただいて童話館の魅力再発見あるいは再発掘をするということも実際に行っていただいております。また職員へのアンケート、ファンの方へのアンケート、そういったことをやっていただきまして、そのプロジェクトをやっていただいたところでございます。プロジェクトの目的として、黒姫童話館のファンにより童話館を好きになってもらう、童話館で働く方々にも自信を持ってもらう、ファンが知っている黒姫童話館の価値を、先ほど申し上げた通り再発見してそれを今後に生かしていくヒントを作るということで、ファンインタビュー、ファンミーティング等を行って施策等の提案をしていただいたところでございます。その施策の提案に従いまして、令和4年度についても引き続きお願いをしているところでございます。そういった中で今更と申し上げられると思いますが、童話館の宣伝のために毎年春に作っている案内のパンフレットでございますが、多分お気づきになられた方はいらっしゃると思いますが、昨年とだいぶ雰囲気が違っていたものになったかと思います。喫茶のメニューも、コロナの中でそこで食べていただくというのがなかなか難しい状況ではございますが、やはり童話館のイメージと合ったメニュー、商品の名前も含めて提案をしていただいて、できるところから令和4年度から実施をしているところでございます。そういった企画の部分、それから先ほど申し上げた通りマーケティングも含めたそういったところで力を発揮していただいたところでございます。以上です。

●議長（佐藤武雄）　森山議員。

◆8番（森山木の実）　そのファンミーティングも企画して、童話館のコンセプトを設定したと成果説明書にありますが、そのコンセプトというのが、「童話という優しい世界に没頭でき物語を旅する仲間と自然に出会える場所」ということで、これでよろしいんだと思うんですけれども、私にとっては意味不明です。本当にそうなんだろうか、この起業人の方はどれだけ童話について知識や見識があるんだろう、童話が好きなんだろうか、本当に通り一遍の「童話という優しい世界」っていきなり言われましても、童話ってかなり残酷な部分もある、そこがまたいいというところもありますし、本当に童話が優しい世界って本当に童話をちゃんと読んだことがある人の意見とはとても思えないんですけれどもね。それで物語を旅する仲間と自然に出会える場所と、まあコンセプトも文句をつけている場合じゃないと思うのでもうやめますけれども、これが童話館の魅力なのかっていうのがちょっと私はよく分かりません。本当に今童話館がどれくらい活気づいているのかお聞きしたいところだと思いますが、残念ながら通告していないので、あとは委員会審査で聞くことにいたします。それともう1つノマドワークなんですが、2社、7社、3社でしたか、私もっと来ていると思っていたんですよ。これあまりに寂しい感じがします。コロナのせいもあるかもしれないんですけれども、もうちょっと活気があっても、使ってもらってもいいかなと思うんで、そこのところをもうちょっと町が介入してもいいんじゃないかなと思います。大切なことは町が矢保利をどうしたいのか、ノマドワークセンターや童話館をどう生かしたいかというビジョンが無いんじゃないかと思うんです。そのビジョンを持ってそれらの民間の委託先や指定管理者に仕事を要求していくことであって、予算はこれだけありますから好きにやって下さい、年間500何十万円ですよって丸投げに近いことではなくて、信濃町は童話館をこうしたいんだ、もっと童話の話題が飛び交うような童話館にしたいんだとか、それからノマドワークセンターもあそこから見える景色は素晴らしいですよね。そこの景色も生かしてどんどん人が来てもらいたいし。あそこはお昼食べるにもちょっと大変ですよね。それから交通の面でもなんとか便利にしたい、それでもっと企業の方に来てもらいたいと、そういうビジョンを持って指定管理者とか地域活性化起業人とかに要求していくこと、そしてどういう仕事をしているか点検していくことが大事だと思うんですけれども、いかがでしょうか。

●議長（佐藤武雄）松木総務課長。

■総務課長(松木和幸)　　前段の12社はやはり議員さんがおっしゃるようにコロナの影響で、企業の方でここへ来て、もし感染が出た場合、企業イメージがダウンとなるということで、控えられた部分がございます。実際には企業で借りる利用するにあたり、実際に利用した方です。利用する前にそこに視察に来る企業さんもいますので、それは3年間で44社ございました。そのうち利用されたのが12社というふうに思っていただければ結構かと思います。それで、どういうことを目的としているのかということでございます。ノマドワークセンターについては信濃町みらい創生会議で策定されました第1期信濃町まち・ひと・しごと創生総合戦略の中の、新しい就業環境の創出の企業誘致事業に位置付けられた事業でございます。また、矢保利の館およびやすらぎの森多目的広場の設置及び管理に関する条例の中にもその設置の目的が示されているところでございますが、若者の地元への定着やＵターンの促進に繋げ、既存の基幹産業の生産性向上と付加価値の高い先端関連技術産業にかわる新たな就業環境の創出を繋げることを目的として進めている事業でございますので、今後もそれに繋がるよう頑張ってまいりたいというふうに思っているところでございます。以上です。
●議長（佐藤武雄）外谷場教育次長。

■教育次長(外谷場佳子)　　はい、大切なことはどういうビジョンをもってやっているかというご質問でございますが、議員さんもご存知のように童話館が開館して約30年が経過したところでございます。大切な資料といたしまして、ミヒャエル・エンデさんあるいは松谷みよ子さんの作品・資料等もございます。しかし30年経って、当初は一括に資料があるということで多くの方にもお見えいただきましたが、それだけでは入館者を今後増やしていく、あるいはご存じの通り現状お客様が少しずつ減ってきているという状況は事実でございます。そういった中で、先ほど議員さんの方からも当初予算の話の時に、経費削減のみばかり目にいって売り上げを伸ばすことができないというお話もされました。まさしくその通りでございます。行政職員だけでは、やはり経費の削減はできてもなかなか新しい企画、新しいものを作ることが難しいというのが現実でございました。そういった中でどうすれば今を打開できるかということで、今回こういった制度が国でできましたので、多くのコンサルティングを行い、ファン獲得のアドバイスをされていました企業のお力をお借りしたいということです。ではビジョンは何かということでございますが、施設を預かっておりますとやはり歳入の確保、あるいは喜んでいただけるそういったことが重要でございます。手詰まり感の中で1つの突破口になればという思いもありまして、今回お願いしたところでございます。そういった中で今後の童話館の運営を、事業の運営をどうしていくかということが指針として得られればいいなというふうに思っておりますし、ご提案をいただいたと思っています。その中で今回コンセプトについてはなかなか不明確というご意見もありましたが、このコンセプトにつきましてもファンミーティングの中で、ファンの方たちが童話館についてどう思っているか、そういった意見をまとめたコンセプトでございますので、なかなかそれぞれ想いもありますので、ピンとくる方、どうかなと思う方もいらっしゃるかと思います。しかしながら1つのコンセプトとしてまとめ上げていただきまして、そういう中で働く職員も少しずつ少しずつ自信を失っていたところではございますが、1つ目標となるものができたということで職員自らも積極的に関わるという意識が醸成されていると感じております。それが来館される皆様あるいは町内の皆様にも伝わっていければいいなと思っております。この事業はすぐに目に見える成果、いきなり前年の倍来館者があるというものではございませんが、本当に童話館を愛してくださっているファンの皆様をコアにした事業展開でございます。パンフレットの話もさせていただきました。SNSの発信の仕方もこういう方がいいんじゃないかということでご提案をいただいている中でやっております。今ほど申し上げたとおり、すぐ来館者が倍になるというものではございませんが、この先長く続いていけるような形になればいいなと思っております。

●議長（佐藤武雄）　森山議員。

◆8番（森山木の実）　童話館のスタッフや教育委員会の方が本当に童話が好きで、童話と言っても絵本だけじゃないんですよ。例えば私なんかこの間事務局で話したあの本いいよねとか、『森のお店やさん』いいよね、『あらしのよるに』がいいよね、私はこれが好きとそういう話が自然にできれば童話館が活気づいていくと思うんですよ。私は童話館嫌いじゃないんですよ、好きなんですよ。だから本当にうまくいってほしいと思うんですが、ただ目先のお金よりもやっぱり童話館のスタッフそれから私たちもそうですけれども、本当に話題にしていきたいと、活気づける1つの方法であればいいかなと思います。信濃町は決して儲かっている自治体ではないんですけれども、豊かな個性がある。地域活性化起業人などはその個性を知ったうえで、事業を受託したり指定を受けているはずなんですよね。どうも外から見るとそうは見えないということで、いろいろと批判させていただきました。最近職員が先頭に立って住民自身が楽しんだり、大切なことを思いだしたりできるイベントが、私みたいに情報があまりない人間でも目に入ってきます。また、よそから来た若い人たちが楽しく黒姫駅前などで、一過性ではなく持続性のあるイベントをやったりしています。これは私も嬉しくてやる度に行くんですけれども、彼らは地域おこし、町おこしのために信濃町に来たんじゃないと。この町で自分らしく生活したいから来たんだと言います。職員の皆さんも行政としてこれをやりたいという目的のために民間のプロに委託したり、指定管理者の指定をするのは大いに喜ばしいことですよね。でも大事なのは先ほども言いましたが、町がどんなビジョンを持っているかどうかではないかしらねと思うんですよ。こういう町にしたい、こういう施設にしたい、こうしたいんだというビジョンもなくて、ただ都市圏の会社は信濃町を活性化させるノウハウを持っているだろう、任せれば大丈夫だろうと信じてお任せしたとしても、何をしているか町民からは見えにくい施設になってしまっているのではないかと思います。ナウマンゾウ博物館のように太古の歴史について喋りだしたら止まらないスタッフがいて、その熱で聞く者を太古の世界に巻き込んでいく。一茶記念館でも同様で、町の誇りである一茶について熱く語るスタッフがいて、入館者数は決して多くないのになぜか私たちは知的好奇心を刺激されまして、その世界を覗きに行ってしまうんです。同様に童話館だってさっき言った、『森のお店やさん』いいよね、『ぶたのたね』いいよね、『あらしのよるに』が好きだと、やはり童話を語りだしたら止まらない、そういう人たちもたくさんいるので、そういう人たちのアドバイスもぜひ取り入れていただきたい。アドバイスと言ってもSNSで発信しましょうとか、イベントをやりましょうとか、関係人口を増やしましょう程度のことだったら、私たち町民は巻き込まれるわけがない、必要ないのではないかと思います。民間の方なんですけれども、こういう仕事を受けた人は民間ですから利潤を得ることが目的ですから、もしうまくいかないとなれば撤退していく、そういうことも考えられます。でも私たち住民とか職員はそうはいきません。未来を見据えて事業を持続させるために一見新しく見える起業人制度とかテレワークなどが、今現在本当に必要なのか点検していくこと、職員の能力を生かして育てて活気のある役場になるよう提案いたしまして、私の質問を終わりにいたします。

●議長（佐藤武雄）　以上で、森山木の実議員の一般質問を終わります。お諮りいたします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会としたいと思います。これにご異議ございませんか。（「なし。」の声）

ご異議なしと認めます。よって本日はこれで延会とすることに決定いたしました。念のために申し上げます。7日の本会議一般質問は午前9時45分からの開会となりますので時間までにご出席ください。ご苦労様でした。
(終了　午後3時43分)
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